
Ⅰ　はじめに－教育体系
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夕 ィ の中等教育の特竹

敦育人口の椙氾と中笠学校総合制化の應義――-”
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2 （主たは 3)制である。このような学校体系の

晶本がダイでつくられたのは 1936年のことであ

；いしかし， 1960年主では最初の 4年間が初等教

有とされ，第 5学年以上か中等教育として位置づ

けら1していた(})に対し，現行制度は，初等教育は

7年に延長され，中罪教脊は第 8学年（モーソー

MS  Lと略称される）から始主る k̀うに改革

されたのであるー，また，義務教育の期間も1962年

の小学校令の改正によ，｝てそれまでの 1年から 7

りに延長された。初等義務教育のこ(})ような延長

は` L 了スコ (1)1i名なカラチ・プランか，アジア

諸日で最低 7年間の普遍的で無伯の初等義務教育

を捏くとも1980年までに実現すべきことを H椋に

い岱l)諜唱はクイし「）中等教音の特闘を訊学）Jl

J) t曹造(jl分1Ji，と辿 L,:IIJl,．） ／り iに1,9ふこしごある r)

そこーこま iーはじ沙に，就学）、llじ）構造の韮本と

なる教育体糸に勺し、て，聞単にみておく二とにす

'lイり渇ML豆）教有体糸ば， 1%(）斗に制定どれた

1 国家教育計 1廿II 」に）よ，；し・〔．，•、ヽ、名＇） C -―).しに上ると，

』,I{ (!.)視行敗育体系は、初等教存 7,-1、中袴教育

.） ；1 • I9 0，lti l臼 lり＇］骰合） ：たi.[6り.• ('職生,1,笠敦介），

伯j信｝教合：！ ～ ’91 fl • I：大＇；：・は 4'!) とな ，てし、る。初

玲教有は 4糾し 3．什，中等教行は::,1'::2 打•-tた

は 3年とし‘ず九もド級と上級J）公段階に分かれて

し、る。＇）主りダイ(])現行教存体系 t.t1 - 3 3 -

かかけたことに呼応したものであー，、たことは，タ

イ政府(})、:よざまの什料ふりが明ぶしているところ

であるいIl）。

中等学校は，大学進学準｛曲を目的とする普通中

宵学校と，各種分野の技術的職種への準伽教育を

目的とする職業中等学校に分離されており，その

期間も上級し、,::！レにおいては粋通中等学校が 2年

てある (1)に対して，職業中等学校は 3年と 1年長

くなっズいる。しかし，普通課程と職業課札との

間にみられる修業年限りこのような差は，砂宵教

脊レベルの科等内門学校におし、て調整されるよう

にな→てし、る。すなわち，職業中等学校から高等

rり1jll学校に進学した場合には，その修業年限か2
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Ⅱ　就学人口の垂直的構造
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り•こゞふるび）：こ対し.:.' 汁通叶l'，{{；．j:，i交力 iら准＇］を［た

場合に(t, その修〗こ年限は 3 介．ど心に 1 年長く i:i

＇，ているのである r なお，上級中胄孜育良階には，

普通課斤と職茫諜行のは．が，敦［湛成課程tある

本稿でi¥:芸察び）対染か,,i :子j→

また， ここで指摘し―'→おくべきこビ，：、

一般に中ぐり了校とし、ー）た場合に：t酋消I1.Iパ，J.＇！校（／）

ことを危吐、 I_、職業中笠学校itl[i氾虞'?校(「)

して位似＇，う，｝「っれ、一 1V 、ふ｀―ビ -•9、もる

: t ／ぃちャトう{,--: 1、• l‘̀ 1役職業l[」＇,fJ̀-,，}十文、

笠〗：＇佼グ） ： 1 ］:]'勺

（~~ ！Jン、／', • l 

IIイ〔

．^種ど

職党学校の

l，級li他いt1

'..''ILし、 1-:i ft-Hillし/）i’9:j A ̀  J ，上 9！l l門学校
、 1し~），技術教 ii長1A:I仄，匂期）蔽i

訓油殺げ］ （5カ月から 1年）の＇｝種` 打＇［の学校が含ふ

鉗成機閉てある大学(!)準備教脊をほどこす系統を

息味したのr、あるいユネスコの統計か，初等，中

勺'¥’,-J, 高笠という言朗の代わりに，第 lレベル，第 2

~ヽ＇レ，第：：レヘ！レ~とし、う言葉を使用している (J)

1,、初笠，中窃， 泊j窮という概応の二重性による

庄ぎらi)しさ｝こさ：「るために 9f̀ IJ、ならなし、， クイ

にj‘;Iく，、てはこ (1)ような二甫性をも J)中箇教有とし、

り，-；．栴ヵ抽両様にJllし、ら｝してし、る力:. 本稿におし、＼← 

：し中等教有を段階性をぷす言葉として使うこと

;-. Jる＾本仰［中＇；が教育） le,!)t),1,『通i.Il等学校し

贈化業中竺＇叫知），；［し学、人 Il l•'）弘沿的特§)↓を分析する

ーーどを目的としてし、心り

「）オして＇吋、 9る

確力、1、9_ ］ ！）i ;(）什,c') ; I t,i家教育，し十IIni : --J ~し、\~; t. 

翌58 ~ 1 0学仔および第11~13学年レ，~、 1し~の職業予

校はそれ~そ杜ド級お L ぴ卜級 (I) 中冴敦育機料］ピみ

などれてし、る し［、1,し、 行政的；一ー： ：、

しー、
,
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t }噂省0)中` ‘：‘校［子局の所竹、ーかる')iご対．tl-

―`,誡いiJ̀’i:：校；一［職業教介｝，,j(!)「りr『iし1[_

る
しナ-庄こ，．一， 敦育統』を五ても會

繁；中等敦行ど（［分迎されて'̀ ‘’,'.）

怜而中笠教

本調査恨胄"!｝に相〗附する

竹迅，)，ll'門敦fiど職

i,) /);II I,,「)＇名i交仇

Fi I I 9 1 (l{ （＇j) （J I 1, 9、9(•II I.) （） ( 
a rldr ,I7tt1(，Ii cr-(. 9('flS IÌ、i~:B し‘―こ /;l:, >l I 名札

・中等教育の統訃，第 2部

切笠

職空敦育局の統い¥・ど

な）ているか，第 1部の中賓教脊と｛汀『通中等教

育のごピてあり，職業中等敦脊はヌこに（｝？含主れ．

-．一おら干，

う 'O

ぞれは勾;]部に掲rられズ'、(‘る (I―）てあ

敦介間1文11；豆ら，、りど初等＼

業ば今日教育の段陪をぶずも（＇）としで使 j小．ごし、

たかの教育の系統を． -―
 i
'
 
主

中竺＇敦げと‘く、 9) ，-i

中亨敦脊i吋和算者で）

1,;: I l The National I切()110mic l)cvcIoplllt'1 1( 

l¥oanl, ()fii,・e of the Prime l'l'linister, ['er什11•III(III9(" 

[＇，→1'lllu(lti(）JI (）［ ／）（勺'e10/)991/＇）It1l/ 91̀Illlild91(l /br l965 

UIuler the N,ItI(）lkll l9•( ()}I(IIIIh l)99uelojJI)leJIt 11、lJ/

I96 l-l(166, 1 966, 1L 54 

別，

II 

男女かl,

就学｝、 11(]）]居伯的構砧

l. 教育段階別就学人口の静態的構造

礼‘Jと人口の構造を明らかにするためには， 初衿

から中等、翡等とし‘,)l<‘.:!）ばタテの関係と，分野

あるいは地域別とし、＇）たヨコの間係

の二つの側面から分析を加える必要がわる。すな

ゎt汀胆肛的情造と水平的構造を明らかにする必要

7いある，

4ヽさし、り

そこでまず堆直的構党の老察から始める

ごとにナる。

ケイの教脊人口の教脊段階別分布は圧倒的に初

窃敦脊に傾斜しており，中等教有人11がきJ成）て

タ（の1969りの総人口約3400}j人I卜教有

Allの占める比和［約17％であ，たが， この教有

るが，歴史的にはごの二ぐ）の□葉は系統性を示す
ものとして使用された ーーうまり初笠敦存は大衆の

八l]の教行段階別の比年は第 1表の上うてヵ） ｝ 

た。

第 1長からわかるように，初等教育人口か91%

を占め，中等教宥 J'-IJはj)ずかに 8.1%を占め、る

18 
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：ご l:;て 教げ人口（り教育段階別分1行(]969年） る。 このことはタイ文部省の中等教育に関する報
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＇ヽし／ヽび）艮：｛l（T l II4「]rrヽ｛ごi3 : fるift発見、：‘;がき jぅめて

帆 l9 、力、 i''-:かるん、， C'）上うに夕（の教育人口か
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30. 6 % 
82. 0 
181.h! 
(l. （）） 
5 4. 4 
(： ｝ 4. £ i ! 
心(i(II 

(1.I II I'•I I National St,ltlstical (）Ilicc, Fi91(91 1むj)(fft,
S,・hool and Teacher Census 1967, 1968 

(；『） 19fi8月:1こおける弟5,鉛8胃；；」；l l予年(/),,;t学
行紡玄， l（IIi7行にわける第4, 窮7, 第1(）辛年(/)

ii‘{．11ど以てそ才1,ぞーオ’l‘，りI,て［店 lli し，/,~ C 

条項”に且づき，初等教育をできるだけ早く拡大

しようとした。．．．．．．：応法は成人人I」の半分以上が

識字能力を修得した県は定数全員を代表に送るこ

とができるとも規定した。

はノl°:|Jl的に急沖に抗大した。相当の額の予窮が識

杓璽軋に使われてしまい，中等教行の発11月のため

の J9/}字ははとんど残らなかった。」信 I)

じの文窪が示すように，

次）、戦前においては識字能力を身につけた国民の

村成を日的とした初等教育に力が注かれ，中怜，

高等教育(1)駐的拡大にははとんどみるべぎものが

な力、，＇た、， このようにタイが力を注いできた初等

敦育の期間は1960年までは 4年間であ，＇たことは

すでに述べたところである。

~ t •般に識字能力の修得に必要とされる最低の期

間でもると拷えられているものである。

このtうな初笠教育＾屯視政策は国民の学歴水準

にその主主反映している。すなわお， 1960年のセ

ンサスによる15歳以t人口の学歴水準をみると約

4代1が4年の初等教育修了者である。中途退学者＾

（学序が l~:l年の者）も含めて考えると 54.6％が

初笠教育しヵ受けていないのである，，（第 3表）

タイではずでに述べたように， 1960年に初等教

また義窃教脊の期間も 1%2年付を 7年に延長し，

このことから初等教脊

タイにおいては，第 2

この 4年間というの

に4年から 7りに延長された。 しかし， そのよう

な決定の実施か順調にすすんでいないことは，全

教行人口に占めるL級初等学校枕学者の割合かわ

ずか12.2％にすぎないこと，また第4学年から第

5学年に進級ナる者か約：1'，りlであることから推察

I9 
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第 3表 15歳以上人口の最高到達学年別分布 (1960年）

最席到達学年
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（出所） ［JNESCO, Ln,cl of !~du,·ation: Tl,az-

land, 1960, Bangkok, 1963, p．"・ 

（注） （1) 幼稚園等の就学前教育を受けたことのあ

る者や不明の者を含む。

2) 寺院内ての教{f化合む。た、ピ［これは I:1'S]） 

（）．5％末；閲；こずぎな 1,.C 

される。現在約5000ある村（タン和ン）のらち 7

年の義務紋育が実詞されているのはわ十か581

(1969年現在）にすぎないという直 2)。

芥の不足じ上るものてあるがい、，＼、第3次 5カ年

計画は， 1990年までに第 5~7学年の普遍化（ユ

ニバーサラ｛寸tーショ：）を図るごどを H杓にがか

けている(iL4 0 しか＇し，

これは予

ともあれ現在の」甜切J等

教育段階の最的発展が中等以＿f・］の教育の麿的発肛

をおさえている重要な要因の ＇）てあることば間

違いない

タイの中げ嗽育， 1;喜教育か初的教育応比べて

相対的に発展が遅れごいること：t, 教育段哨妙りの

就学者の分布を他のアジア諸国と比較してみると

←ー→履明らかとなる。つまり，第11いからわかるよ

うに，中等教育の比率がタイよりも低いのはアジ

ア地域でいラオスだけなのである

第 4表の数値は，各教育段階の絶対的な普及率

を示すもの：ばなく、 あくまでも他の教育段階と

比較した木II対的な普及年である

等教育の普及が遅れているために中等，高等教育

の比率が高くなっている国もあるてあろう c

したが／＇〔書初

第4表 Jぐジア澁国における教肖段階別就学者の比ぶ
．．．，．、．．

門竺ー 名年次初等 1中等 l高等
アフガニスタン 1967 I 86.o I 1:1.2 I 0.8 
，：ルマ 1967 I 81. 7 I 17.4 I o.9 
カンポジヤ 1966 I 89.3 I 9.9 I o.8 
セーロン 1964 I 68.6 I 30.9 I 0.5 
中 lI」 （台涜） 1967 I 71.8 I 24.o I 4.2 

インド 1%5 I 74.ii I 2:1.1 i 2.:1 
インドネシア 19fi<i I 87. 2 I 11. 5 I 1. :J 
｛ラン 1967 I 79.5 I 19.5 I 1.0 
日本 1965 I 44.l I 50.:1 I 5.1 
韓国 1%7 I 77. 7 I 19. 1-1 I 2. :, 

-） A• ス l9h6 I %.9 I,Ul I 0.2 
マレーシア 1965 I 78.0 I 21.7 I 0.:1 
E ンゴリア 1965 I 59.2 I ;34_7 I 6.1 
ネ，、'..ル］（hi l I 84. 2 I 1,1. o : l. 7 
,:キ I、タン 1%6 I 7(）り 2h. 7 i 2.!) 

フィリピン 1964 I 79. 4 I 14. 8 i 5. 8 
シンガポール 1967 I 08.8 I 2s.5 I 2. 1 
タイ 1969 I 91. O I 8. l I o. 9 
ヴゴ． 9• ナム（南） I l()67 79. 2 19 5 l.：｝ 
9._ -． -- •クー ・・

（出所） UNESCO, Progress uf Education in 

the Asian Region: A Statistical Review, 1969, 

pp. 103-104. どだしタイについてit、第1表/l)

数ftビ入れてふう C

脊の発展に比べて相対的に芸わめて遅れてし、る・--

こを刀、ずにとどふる，＇

ダイの就学人日(/)垂直的減少形態が，過去tり初

導教育屯視の教脊政策に規定されるとこうが大さ

く，今日それの是正が予算の不足による施設の不

追や教員(/)不足に！、）て困難をきわめ-c,,‘るこし

，ょナてに指摘しにところてあるが，

4学年，

-（りことは第

第 7学年，第10学年（下級普通中等学校第

3学年）における卒業試験の合格率が， 1967年に

おいてそれぞれ99.1%,98.3%, 96.0％ときわめ

て高しことからも推察される。つまり，試験の不

合格か原因で上級の教育段階に進級あるいは進学

できかいのではないという 7どである，，（第5長会

照）

中等教育段階における学年別就学者の縞造

前項においては教育人口の教育段階別分布を名

察したが，次に中等教育段階において就学人口の

構造がどりなっているかを，

2. 

しか

しここではこれ以上の分析をすることは目的とし

ておらず， あくまでも， タイの中等教育が初等教 学年別に該当年齢）、

20 
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各教有段限＂）修了試験の受験率と合格率

(1967年）
..~..... 

学 什 ，it学者 受験率(1) 立格‘;．;)

第4学年 836,204 I 99.3% ! 99.1 % 
第7学年 158,473 I 98.o 1 98.:3 
第1(）学年S) I 84,6'.!9 I 99. I . %.0 
;1} 1 2'it:；1:-i 3) 18,094 , （じ丸 l .） ~ l. ！ r 

．．．，．～ ・ • • .．． 

（出所） N I l .ii illtic1l Stal islい 111 ii i lce, oj9. （パ， 1り岱，

pp. 69~70. 

(il:） 11) 就学者に対する受験者の比辛。

i2) 受験者に対する合格者の比率。

(3) 普心北村のみ。

第5表

第6表 中等教育(1)における学年．りjij就学率(1969年）
．．．．“““ー・ 9,．9 9 • 9 9 9,．曾

齢此‘り勺齢 1就学者数予‘学率

人Il':L,i ¥h i i,1 ‘̀’-l {）(） 
．．．ー→● 

第8学り l・沿 848,1)1•KI 
9 I 15 I 812,000 
10 I 16 I 779,ooo 
11 I 17 I 745,ooo 
12 1 rn 1 71:~,ooo 
・ヽ・

(| l ¥rh) i, 1,1) & Straugh,l ll, ()[ cit.，IJ. 2, ； 

(ilJ (1 J｛応業中等学校i}，9,［ I {’'（年までで，、＇），／ノへ

ここでは第1:1学年は若察の対象からはぶし、一了わる。

9

-

9
,
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J
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「lとの関｛系にわ＼、ヽ てみて九［り。

iii項に［）し、、考察しと iう｛こ（第2-Kな出）就

すなわち初

等教育の下級段階から上級段階への移行の時，＇ばに

」3¥、て最大Jl,199¥:1少を示し、第 7学年から出ぶ学年，

｝なわち切＇＇ふ敦有から rll',9,J敦合の段階J、iよド，ぃ：以

上の者が進学している。しかし，第 6表はせっか

く中等教育に進学した 8割の者も，学年を追って

次第に減少しごいくことを，＇ T、している。

このような学年を追っての就学者の減少は，

educational wastage（教育の浪費）と呼ばれてい

こし［）ぃlucational¥¥'aヽ!ageは， ；＇各第＇：：中

j余退学（し、三：)ijドロップ・ 1’ ウト）という”―量・’、l}）要

素に起因するものである。そこでタイの中等教育

における上のようなウエステージがいずれの要索

によ”）て起こっているかが問題になる。

以終学年である第12学年の場合の合格率は54.6%

その他の学年においては受験率，合格

率ともにぽぼ 100%に近くなっている。一般に落

で低いが，

窮＼＿し、う現象い

合格を直接の厭因としている。

の中等教育段階における就学者の減少のかなり多

ノ、の部分がドロ、，フ゜アウトに起因するものである

→-どが推察される J

教育段階別教育人口の構造的変化への動向

l．においては，資料をとらえることのできる最

iり：卜における教育役I：特別教育）＼IIの構造を分析し

その結果， タイの教育人llかF級初等教育の

段階に集中しており，上級初等教育（第5学年～第

―― 
●
●
、i
.
 

；
 

>35表から推察されるように

し、←こは，

．．
 リ

普通中等教育の

各学：年末の進級試験における不

したがって， ダイ

3. 

7学年）から急激に減少することがわかった。し

I！＇ら―-ーのようれアンハランスな教育人口構造につ

タイ政府自身もその即題性を認識してお

それの是正への政策的努力を行なっているの

ーズ： 4 9 、（?）い。

第 1次経済開発，i十両においては，中等程度の普

通教育または職業教育を終了したものや，中級お

よび上級の技術者が不足しているというタイ・

(I'ゞ()M合同予伽凋杏の推定に注Hし，第12章に

，；；し、て中等教育(7)位充を達成目椋(1)一つにかかけ

ているぼ 6)。中等教育人口の不足は主として労働

力需要の観点から指摘されているのであるが， こ

い間起は後でとりあげるところである。

また第 2次経済社念発展計画 (1967~1971)にお

いては第 1次計画の期間の教育発展について注目

-;)へぎことの一／）として前期中等教育の普及の遅

れを次のように指摘している。

「タイの教育人口の大部分は義務教育の終了後

教育を継続する機会を与えられていない。下級中

2 I 
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等教育段階における就学者は初等教育人口の 6%

にすぎ心い。このような裳因はわが日の経済開発

のために必四としてし‘る .. J'：門的，技仙的および中

級レベルのマンパワーの将来の利用可能性にマイ

ナスの影密を及ぼす。」（注7)

上の上う仇問題認読から悶2次経栢叶両も中窃

教育のは的沿展に最優先順位を与えているのであ

る（注8)。

以上乃［＇)な中等教脊屯視の政策の鮎用はどう

であったごもろうか。員'Vi長は1964什から1968年

までの 5年間の教脊段階別就学者の増加状況を示

したものである。これによると 5年間に下級初等

教育人i1, tl(I（沿増加しただけである (J)に対して，

上級初閃亨ii9]人口は49%， ド級中等ダ{ff}¥i」は30

％，上級中等教育人口は22％の増加を示している。

第4学年から第5学年への移行の時点において就

学人口の尺大の減少が起こることはすでにみたと

ころであるか，その最ら成少の大きい上級切等教

育人口の増加率が一蒋高くなっている。

また 1971 年の朴シ‘’• ;／j囁ールで側かれた第3

回アジア文閲大臣会議＇＇（）にタイ政府から提出さ

れた報告戯は， 1960年から1970年までの10年間に

おける教育人口の推移について次のような事実を

報告しミいろ＇注 10)。

「初笠狡育レベルにおいては，就学五は39I)万人

から570万人と46.15％増加した。特に上級初等教

育レベルにおいては，40万人から90ガ人へと125%

笠7表教育段階別就学者数の祉移
ー・ --• 

実

I・．．．．．．．．．、一

数 1 拓 数
.^↓ •..,. r-- -

1 9 6 4 i 1 9 6 8 I 1964'. 1968 
-→→ 1 - ---

下級初亨 4,061,38'.! I 1,470,165 I 100 I 110 上級初'.:• 438,992 1 652,060 ]（）｛） 149 
下級印1> 1 268,461) : '.l49,362 J 100 I 130 
上級中公 76,19'.'.. 93,283 I 100 I 122 
I.  -

（出所） Final Report, School and Teacher Cen-

sus, 1968. 
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増大した。中等教育レベルにおいては， 10年間に

95.04％増大しに。また高等教育レベル（麻芹叩"]

学校や教員養戌力し J ジを含む）においては， 119.55

％増大した。」

以上のように上級初等，中等，高等のレベルで

芯速な量的批人か進んでいること応わかる。 J`,忙

,i)化，初等教肖人口中心の丁ンノ、、ノンスな教有人

n構造は除々に解決されつつあるといってよいで
あろう。

しかし，各教育段階の教布人ll(I)伸びがそれ＇こ

れいかなる意義をもっているかを考えておく必要

がある。

1962年4月に東）れで開かれた第 l回アジア文部

大臣会議は(A11)，「ジア各1]、」が1%5年までに1980

年までの長期総合教育計画を作成することに同意

し，そのようれアジア各国の計両克案の基虎作乎

を促進する H的で，各国に！りド］家 3人からなる1

ームが派遣され，各国の教育人口の予測が行なわ

れたrn:12)。

r測は最低（ミニマム），中位（｛ンターミア（
-I‘.)，最高（マク/‘'ム）のこ／）の仮定に応じご行

なわれた。最低予測というのは国内資源のみで，

すなわち外国からの援助なしで達成可能と思われ

るf測であり，只体的には，礼学率（該当年1r)'-I!

に占める就学省の比年）をほげ＾定に保つとし、う仮

定に基づいた予測である。また最高予測は外国援

助を得て可能となるもので，主として次のようだ

仮定に基づしている。

(1) 下級初等教育人口の就学率を 120％から

1980年までに 100%にする。すなわち超過年

齢者を解消する。

f2) 上級初等教育の義務化により，就学率を

19％から1980年までに90％に高める。

(3) 中等教育人口の就学率を10％から1980年ま
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でに30％に麻める。

(4) 「いいり敦村人口の忙りを 1％から 19cl(}年ま

でに 5％に高める。

中位予測は，人口の増加に若干教育機会の拡）<

を加味した予測で，具体的には次のようた仮定に

恥ヽ -iし、 -‘9̀＇9, 1, 

(1 l lヽ ー級初等教育人口の就学率を 120%から

1980年までに90％にする。

(2) I量汀J'i『教育の1;(t学字を19％から198(）年ま

でiこ！）（）l）りに高める 3

(3) 中等教育人口の就学率を1980年までに25%

にする。

(4) 高＇、＇［教行レベ！い） ！it学格を 1%，い I→,j⑱0年

まズに，、： （｝りにする。

以上のような仮定に基づいて予測された1970年

の就学―行数｝，実績値とを比較してみると第呂表の

ようにたる，9

第 8表からわかるように，タイにおける過去10

年間における教育の実際の量的発展は，初等教

育の下船＇レ，、ルにおし、—\． It, l.ネスコ／叫闊f測

値とほii、999,J-l，ヽ＇、な')-C I`ら（！）に対して` ！棗好JJ等

教育と中等教育レベルにおいては，夷績値は中位

第8表 1（打1年におけ名敦存戌階別就学'1J I't, lili 

ピ｝、i点値との比11k:'.
--

予測
ふ？
佃

実績値 • -------
最低中位最高

| ----- ---- ------- I ·—~'J 

下級初等教合4,728,31914，ll88,（)収）4,608,000l4,7H,OOO
上級初等教合 924,9761 531,0()(）1,097,00011':-100,(){)(） 
中等教存 590,3071 480,2001 649,onol 1;91,000 

技術教育
（カレッジ・ 12,9041 6,0001 19,0001 24,000 
レベル）
高等教育 37,3181 19,1001 21,0001 24,000 

（出所） Third Regional Conference of.¥0liniヽters

of Education and Those Rt,sponsible for Eco・

nomic Planning in Asia, Documents III C:oun・

try Reports (UNESCO/MINEDAS/REF/5-

Thailand, Table I). 

f測値より若干低くなっている。また，技術教育

（カレッジ・い、）レ）の場合には，実績値は最低予

測と最裔予測の中間ぐらいである。また，高等教

育の場合には，実績値は最高予測をはるかに上回

9）いてし‘る。

l')、ヒのことから，上級初等教育と中等教育は，

幼7表でみたように就学者数の伸び率のうえか

らは， F級初等教育よりも高い数値を示している

としごも，ユネス 1 の予測値との比較においては，

中位の予測値を杵I・ーではあっても下回ってV、る(})

である。つまり，このことは上級初等および中等

教育に対しては，今後より一層大きな努力が注が

'｛ 1 !i itればなら／i,、ことを物語， 9-こいると Vヽ えよ

＇）， このような問題は第 3次 5})年計画 (1972~

1976年）においても，第16章（教育）において認識

されていると 7ろである。

i Ir: l) Ministry of Education, A Secondary 

Fducation Study 1966-Current and Projerted 

Sewndary Education Programs for Thailand: A 

叫 npowerand Educational Development Plan-

nl11g Project, l'JiiG, pp. 4~5. 

1,’_ 2) Mmドlr¥・ of F..ducation, I心portof liJu・ 

, atlonal Deve!oj•ments in 1968-1969, p. 6. 

なお， クイりや））＇ふ義務教 i'い）発展に関しては， M.

L. :Vfanich Jumsai, Compulsory Education in Thai-

/，lm!, IINES(`(）、 J9i51．が，，1し＼、J,!だ，タイ(/)初笠

咽教げ）発’J''.{, educational wastageの観点からぢ

咲したも J)に，拙稿「タイの初等教育の発展とWAST-

AGE」 (『国立教育研究所紀要』第62集 昭和43年3

月）がある。

Ul.:3) Miniヽtryof Education, Vocational and 

'f'echnical Education切 Thailand1970-71, 1971, 

］）． 3． 

（注4) 第16話： 教育。

(、ii'5) ア アり）や）等教育段階C)educatio皿 lwast-

叫＇の問覇に、'し、て：：，次のような研究がある。

1: Ul¥'ESCO, The Problem of Educational ¥Vast-

age at the First Level (Bulletin of the UNESCO 

Regional Office for Education in Asia, Vol. I, 

23 



Ⅲ　就学人口の水平的構造

1972040026.TIF

No. 2, March 1967). 

(2) 『国立教育研究所紀要』策 62集（これはタイ，台

湾，インドについてのケース・スクディーを行なっ

たも 0)である。）

(：J 6) 外務省アジア'n;!)!臼フノ〗',9ば『タイ国経済

川だi.』期計画 (1964~196り） ［疇、9,:、鴫 1'：i『1発審議会報
＇，i |1:和 39年 53ページ，157~158:~ c。この後期ul

11:1ょ，夭城勲編『クイの1fi,f允屈こ｛又 i1,,l直』（アジア

経済研究所参考資料第94集）にも訳出して掲載されて

いる。また，クイーUSOM合同予備調在というのは，

Preliminary Assessment of Education and lluman 

Resourcesのことである。これについても上品アジア経

済研究所研究参考資料がその一部の概要を紹介してい

（｛・I:7) NEDB, The Second National Economic 

砂 dSocial Development !'!an (1967-1971), p. 191. 

(』:8) Ibid., p. 192. 

(c I.'J) Third Regional(_.onfぃ,rcnccof l¥1inisters 

of Education and Those Responsible for Economic 

Planning in Asia. (5月31日から 6月7日まで開か

れた。）

儘 10) Documents Vol. III, Country Reports 

Mfi¥'EDAS/REF/5-Thailand, pp. 1-'.!. 

＼ □11) The Ministerヽ of Education of Asian 
.¥femlicr States of Une叩

Ci i:12) Unesco Regional 011ice for Education in 

ふ ia, Long-term Proj('Cll•(Jt1.9. •Ior l立iucation in 

Thailand (Report of the Unesco Regional Advisory 

Team for Educational Planning in Asia), Bangkok, 

1965. 

III 就学人口り水1'•[Iく仄＇，：造

l. 課程別にみた就学人口の構造

礼学人口の水平的構氾を分析する最も重要な視

点は“分野別”である。タイの中玲教育の上級レ

ベルにはすでに述べたように，普通課程と職業課

程のほかに教員養成課程があるが，以下の分析に

おいても，これは除外してある（注1)。

19G4年と1968年の 2ヵ年についこ中等教育就学

者の課程別の比率をみると第 9衣り）「、うである。

第9表 中等教育就学者の課程別比率

(1964年と1968年）

1964 1968 

しベル 1： 実
数［比率］・

l、級中芥 268,460 100.0 
職iW 業i伯 263,344 98.l 

5,116 1.9 
ト級 i|l 入ふ． 76,192 100.0 

職酋 業加
48,320 63.4 
27,872 36.6 

（出所） Final Report, School and Teacher C⑰-

sus, 1968. 

第 9表から注目すべきことは，下級中等段階に

おいては，人祁分の生徒が普通課程に就学してお

り，職業課程の就学者はきわめて少ない］ウし｀うこ

とてある、）しかも，職業課程の就学者の割合は次

第に減少しノ）つある。一方，上級中等段階におい

ては，職業課程の比率がきわめて高く，しかもそ

の比率が上昇傾向にある。下級職業中等教育にお

いては，比率のみでなく，絶対数も減少してい

ぐ,‘) 
;‘C 

窮公次 5カ年計画(1967~1971仕）におし、ては，

1966年から1971年にいたる教育段附刈・種類別の

枕’芹者数1/)f'測を行なっている（弟l（以）」それに

よると，下級職業中等教育においてはやはり就学

者の比率が減少するものと予測されており，この

傾向は，第 9表で考察した実績値の傾向と一致す

なしかし，計画においては比率は減少しても，

絶対数は増大している⑱2）。よた， 上級中等教育

段階においては，普通課程と職業課程の礼学者の

比年の傾向が，予測値と実績値は逆の傾向を示し

ている。つまり，実績値においては，職業課程の

就学者の比率が増大傾向にあったが，予測におい

ては，職業課程の比率は減少傾向にあるのである。

第3次5カ年計画によると，公立の下級職業中等

学校(j)礼学者は減らして，総学制中等学校に吸収

する力釘がうち出されているいで，わそらく下級
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|：：級レベルにおいて

it 1 ース分化はあまり多くはなし‘が，上級レベル

においてはコースの数はきわめて多くな→てし、

心第12表においては関連のコースをいくつかま

しば）て作・：I'ぺれてし‘→ ‘; l-) ンゞ，‘^ 19 し ／心力，文部省職業教育屈（！）報

告―ii一←（江3)によると，下級レベルには 7コース，上級

レベルには35コース設けられている。下級レベル

にわ＼、ごu,建築閃係，t:家政閃係に就学者が集中
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しているが，このうち前者は男了・,後者は女子が

大在IS分を占めてl,‘ることかわかる。一）j上級レ,・ミ

ルになると就学者がかなり広く分散している。比

較的多Vヽ のは，建笑関係，商業関係，家政関係て

ありこれらに機械，電気が続いている。これらの

I ·-.べ (J, うち，ぷ政関係はほとんどが 1父 i•であり

(7857人中7688 人），商業関係は半分以ヒが女(•で占

（かられこし、る（84ci9人中4927人）。以l:0)ようなコー

ス別分布はタイにおける建築ブーム（ルテ lレ・ J°―

ムといった方がよい f)と商業活動が盛んであるこ

I~ を反映してしるとい文［う。ちなみに 1968年 (/1

8月から10)1にかけて就業していた者の産業分野

叫り比痒をみるど，多V 、 ('1 はサー！：、・ス（＇リ [•30.59バ

女{•42.(k)％），商業（男f27.,l0%，女f-28.99%），製造

菜（男十』IU2%,11.. {・22. Ill¥';,)とな ・.Jてし‘ン'.)(H4)) 

3. 男女別にみた就学人口の構造

職業課打については前項において女 (•l/)就学れ

についても若干考察したが，普通課程と職業課程

に j砂ヽ•こ全体として男女別の就学者分布ぷどいl.

-̀)にな,,てし、るかをみろと第13表のよりにts.;;'>。

第 13表 男女別就学者の比率 (1968)(%) 

男女，，1-
~,·, 

将通課程
下級レベル
上級レベル
職業課程
ト級レベル
上級レベル

（出所） Final Report, 1968. 

男子• 1女(・
ヽ~ヽ~ヽ~ヽ····· -、~・へヤへ r→,..

58.7 I 41.3 
59.5 I 40.", 
53.2 46. H 
67.8 I 32.2 
65.1 I 34.9 
岱．0 I 32.0 
- ·へ•-．．．-...

第13表から注日すべきことは，普通諜捏におい

ては女子の比率が4割を超えていること，また職

業課程においても 3割を上回っていることであ

る。また，普通課程においては上級レベルになる

ほど女子の比率が高くなるのに対して，職業課程

においては逆に上級レベIレルの方が女iーーの比半か

若干低くなっていることも注目すべきであろう。
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4. 公立，私立別にみた就学人口の構造

次に設置者別中等学校の就学者の比率をみてみ

よう。第14表に示すように，初等教育の下級レベ

ルにおいては私立学校就学者は約10％にすぎない

が， ヒ級初等学校39.5%，下級普通中等学校52.1

％， 卜級普通中等学校5,1.6％と，教育段階が贔＜

なるはど私立学校就学者の比率が高くなってい

る。これは国の教育政策の中心が伝統的に初等教

育 (4年）にあり，近年除々に上の教育段階にカ

を入れていることを物語っている。

また，職業学校にバいては，教育段階別に私立

学校就学者をとらえることができないが，本稿で

灼察し（～＾いる中等教育段階以外の職架教育機関

（短期課程やカレッジ・レベルの専門学校）を含む全

職業学校につし、てみると，全就学者の約60％か私

炊学校に在籍している（注5)。

第14表 公立・私立別就学人口の構造（％）

＾「級初等
ト級初等
f級酋通中等I 
二］巖普通ー中}t| 
（出所） Final Report, !.968, p. 61. 
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5. 地域別にみた就学人口の構造

以上の分析によって全国の平均的な姿はり］らか

になったが，教育普及は地域格差がきわめて大き

し‘

゜
1967年の統計によれば，住民1000人に対して中

等教育機関（普通課程）在籍者は全国平均では9.3

人であったがバンコクにおいては約36人であった

のに対して，東北部においてはわずかに 4人であ

ったGE6)。

このように中等教育の普及率にみられる地域格

差は施設や教且等の教育諸条件の地域格差に規定

されるところが大きいといってよいであろうが，
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IV 中‘¥［学校総合制化り背瓜と謡衣

1. 中等学校総合制化の背翠

ダイの中［←〗:教育は酋通課程と耶、：，V．課程に分化し

，
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ヽ
両者は別々の学校において行なわれてい

ることは十でに指摘し，
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それらの間(})!i化学行(/)閏

どうな， 9 -•::: ¥‘るかにつ＼，、ても乃窮してきた

か，最近，

り骨学ヰ交かづくらえし始めてし、る U -:t'• -,r、,

これら一』＇ー）の課程を統合した総合伽 j中

ごリ）．t．．I

な認合化lJ化イヽの動さかし‘かなる理由によるのか，

その謡義は何なのかについて考察を加えることに

する。

総合制中等学校が実験的につくられたのは1960

年(f9)-ーとであるが，認合制学校というFi菓が使わ

4 l,h｛粋＇） Iビ(!)|(Lも→と 1り<l951 {| (!)ことて：ょ＇）る。 ）-

9/i、9l)t, 195l{「＇，li名なチャ fー'-ンサオ・ノ：ィ nッ

ト・プ＇ぃジ： E クトが，

められたときのことである。

1949年のユネスコ教育使節団の調査報告い）に仙

）し、て始められたものてある。使節l-tlはJeJイ0)屯

9屡なぷ女了9-fl:llk虹として，

ユネスコの援助によって始

このフ゜ロジェクトは

ド¥l 、:Iゾ・アウト (j)',い］合／）、

,¥ ;j)め :,:';jし、一ーと， ll1席馴躯、し‘ごと， 寸ーな j)/' 

叫 ucatinoalwastage現染かさ j)めて朽しし、こと

を指摘し，そい）爪因としてカリ＼二 7ーラムの rigidity

(i如'JI1) と formality（形戊性）をあげた(i]2)，，ご

こご使節団か指摘している使直性と形式性とし、う

I})は， ［‘-どもたちが旬週5H乎， l ll 5時間， J ：)

J:: I) 9時から11時， l1時45分から 1時45分まで，

：！時から 3時ま-.（教室の中にとじこめられ知的話

動のみをやらさ4してv、て，

して，

‘、
9ンヽーーゾ

も，と多様な活動をil,l

FやIll,!O>,;JII伶れをする機会かはとんどなし、と

し、う状況をさしている。つまりチャチュンサオ・

クトはこのような問題の解決を課題とす

る 79・ロジ t クトで，就学前から教員義成や成人教

介までも含む総合的な実験であり，総合制中等学

校はそのい）かんとして位硲づけられたわけであ

アJ。

総合制中等学校の重要なH的の一つは「大学進

学希望者も含めて，すべて青少年に二つ以上の職

文的技術を習得する機会を仔えること」（注 3)であ

り， この目的を達成するために 5~7学年の男子

生礼には工芸と股業， また女子生徒には家庭科と

f噂ばの教育が施された。また，第 8学年から第10
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学年におし、ては，某礎教科のはかそれを補うもの

として生徒の選択する進路に関連した教科が設け

られた

このプロジェクトにおいては，平均出席率は1%
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叫よ，現在のタイの教育制度の某本を定めた「191il)

攻育計1しl1iI /,'；布告尺）！た19fiO{ic')こと

の総合制中等学校は 3年後の1963年に同貼のラー

卜、、一マーウィタヤーライという男子校の転換に

：こし）設けられた。

この 2校における成果は二つの意味で成果をあ

： j し、る t：し~われる．佑 l に 1.1 分の涵付や間心に

適した目1！履修をする生徒が増え，中退の問題が

解消されつつあるということ。第？に，

灼な生徒も含め，

いわゆる

多くの生礼が＇）こ業科日を履修

るC9

するようになった。すなわち，職業教育やブルー

']万ーの職業に対する態度が変わってきたという

ことであるば 5)。

竹合紺l]中符学校は初竹教育 7年に続く 5りなし、

立11、l,ilII諫，［受し｝るカヽ ，

しい年制ズK)も.）が，削期 3年は，札種の観鯰，附程で，

このiii期渫程の修了者は特定の職業に就職して企

＼らに後期 2~ 年の竹·j田中等

教脊を継続するか， あるいは特定の職業の熟綽エ

この計両の屯要な，1．liのヘ一つは，

l：うに、従来アカ‘ドミッケた中等学校とは別系魯応

げ機関｝^ 1 としごゲ在し -rーしゾこ職業‘i:l-9とを中

て位iftづけたことである。 しカヽし，

すぐに洲へた

怜通中笠学校

と職菜中等学＋／、l-□本建 こある、9い、ヽ ；」従来，一

れ(Eど恋わらなし‘わt}である。総合制中笠学校(t

＇起険的 t［ものど芳えられてし、たので夜ろ。

こい 1~160年 9こ l}恥合された総合制中＇＼＇；各校フ゜'! ✓ 

ェクトにおいては，第 1種，第 2種という二つのク

イフ刀）学校が計両｀ざれて＇ v'｀る。第 1種という U)｛t 

普通教科の他にきわめて多様な教科を用意して生

徒に選択する自山を抒え［うとするものであり，

第 2種は農業教有に頂点を凶いたもいである。

1960年に初めて設けられた総合制中等学校は第

1種で， それに東北部のナコーンラーfャシーマ

一県のコーラートにあるスラナリーウィタヤとい

う女 J仁校を転携したものこ，いる。 lい］f，flc1)第 2畠Il

28 

i,八るた応り：；年制い職業課打を｝i雌修する！）けで

ある。

ヤー（！）しうにコーラートの二つの総合制中等学校

文祁省はそAl~ を拡

・/1',する、一とを決定し， 19G5年から 5カ年計両によ

ル、人変良し、 足をあけfので，

，＼、第．If,闘、も、合制中＇、、、i-学t交を2(）i文設置するごとを

11椋として Illヽ＾プロジェクトを遂行中である。＿＿．

カ、第ど1車の方は， 1（)6‘>年に中央部のぺ．、）ゲリー，

’’、 9、ンフ"1.1,

す:/ ：）, 

f• 1 ン；リの 3カ所にそれごれ 1校

合叶3校設けられたのをはじめとして，

り什計画に lこ！），農村地城に全部で50校設けるこ

とが目標とされている。

2. 中等学校総合制化の意義

タイの総合制中等学校は以上の，tうなプロセス

を経て目下推進されつつあるが，この総合制化は

どのような怠義をもっているのかということにつ

いて考えてみたいと思う。

木稿に:t;し、ては，

L
J
 

ダ｛の総合制中等学校の意義
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'.i.:, クイ <J)敦if人l」旧止と就業人！ ！構造の ノー）の

観点から，すなわちマンパワーの供給構造と需要

構造といら汎、［ばからわえてみたし、い

総合制学校カリキュラム委員会が作成した新し

し、，＇リリキ—，ー｝ムの序文に tま「給合闊中等学佼カリ

キュラムい，山家経済関1発計画•こ［測され―〈いる

マンパワー・ニードと個人のニードを充たすこと

をパ図すえ9)．9) （I)である 1 と述へ、し‘る(it1,
般に開発途上国においては，いわゆる中級レ

、＇＇のマン，、＇ワーを倶糸合、 J-る必り:9,1S r)，J載吃中等

教育の充実が屯要であると考えられてきにか，最

近は vocationalschool fallacyとし‘うような1.；樅

事 1発途」」Ilにおいこり、し、意味・＇` り）職業股 f臼：学

校教育の一環として行なうことは間題であること

j Sーい版さ il 、＼・`るが 7 :' この叫：t・ク（ iこ」 jし、て

もあてはまると思われる。

芍 l にマンベワーの供給梢造｀（ふる教脊人 II 什'i•

心い滉角カヽ L¥｝うえて'Lしう。すCiこ朽笈‘§したにう

に， クイの教育人[l(/）約 8内りが1浄及り）袴教育段階

：こ{I9li, -cが尤＇J:`して Vヽる （第 1}、；／こII,、：/）

第 2に，‘濡要構造について考えてみよう。クイ

て（［全J、ll¥]） g'.，1;1l以］・・ 1戸農業従湘行であるが， こ

(') };'~業従小 /1と除いに）卜農業人 II しり産業別・職種

別比率をみると，第l5表のようになる，i

第15表からはさまざまな重要な点が読みとれる

が，とくに製造業，商業，建設業における専門的

あるいは管理的職務従事者の割合が極端に低いこ

とが注Ilされる。このことはハイレベルの，すな

bち大学レベルの教育を受けにマンパリーの不足

が経済のおおきなネックになっているのではない

かということを示唆している (9

次に労働人目の学歴をみてみょう。現在のとこ

ろクイ t体につし、・（の産業別あるいい職種別労働

人ll O)学歴を示す）・ータはないが， 1%0年のセン

サスと 1963年の労働力調査に基づいて，都市部に

葛ける職柚別就業J¥,IIの学歴構成を主とめたも (I)

か第16表である。非都市地域の人1」の学歴はこの

如こかど、iiたも(/)ょりもはるかに低いとぢえてJ..

＼・ヽ だろうと思う。

第16表で注11すべぎことは，第 1に淋l"］的ある

し、は管刑的職務ilY..'li行で人学を卒業したもののJt

率がさわめて低いことである。 Iが1ill的職務従事者

（）月3];)0人中）くら::{1竺f者は 1)J7150人，いずかに

18.4％にすぎない。また悴理的職務については 2

,ji425(）人中5900人， ~4.1%，また事務系にいた，

（は 7)J(il(）（）人中撃（）（）人，，i)すか3.7％にすぎな

”.”~~ ~~ ~ ~ ｀ ＂しして-•~ •』-~~
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いJ このことはタイのハイレベル・マンバワ←ーの

不足，とくに専門的および管理的職務におけるハ

（しハル・マンバワーの不足を鮒消｝るために

人学修了者の供給を大庫lりに刑）く-lへさことを示唆

しごいるといえる。

冷16表は，中級レベルのマンパ1J̀ ゲーについても

いくつかの事実が明らかとなっている。ひとつに

は，農業，漁業，狩猟等に従事している者の90%

が6年以下の教育しか受けていないということで

九る巧約30％は学校教脊を全く受けていない。こ

l7）ことはタイの農業生府性かきiぃかご｛氏いことの

びと/―)(I)理由としてあいることかてぎると思う。

主た 熟練］’ ツ゜ロセ 7、• l l - •I ー・・，̂ I ’・9りについても

約75％が 7年以下の学歴しかも・）ていないことが

わかる。 20％以上が学歴ゼロであり，上級職業教

育を修了したものは32万人中わずか4000人，つま

り1.4%，短期職業教育を要けたものでも4.6％に

十ぎない。以上のことに中級レヘルのマンバワ

ーの不足もきわめて深刻な状況にあることを意味

していると考えられる。

以 1•e(/）l．うな中級および上級しベルの 9 ンバワ

-（!），↑足の解消のためには，中宵，翡等しヘルの

教脊の発屎により，初等教育に傾斜した就学人口

の構造を変えることが必要になる。事実このよう

な構造変化はすでに考察したように，進行してい

る。しかし，その進行が期待されるほどのもので

ないことも指摘した。その理由は一つには施設や

教員の不足に求められている。しかし，それだけ

てtiいことは第17表をみればj)かる。すなわち，

職閉中笠学校においては，商党．1--スをのそくす

ベ((T) 9し一ぐで生徒数が定員をTl司，ているので

ある，，つまり中等敦育発展の阻害要因は，単に財

政的であるというよりは，職業教育蔑視の風潮で

あることが示唆されている。

総合制中等学校の意義は，このような風潮を背

談に，普通中等教育と職業中等教育とをlriJーの学

30 
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第 17表 識集中 Jt,t交リ） r’f t'り］Kこみ，1こIi.:[ iに対J/入9)

生徒数J)比中

¥ J.‘ 什^． 1,定
| 
員 1卜徒数＇比 今I~ -

叫オ、＼
1.-‘" 1, 225 481'19 :1% ’̀ 
j b 7,:180 : }、26.3 44 2 
， 

lこ陀 I＇ 
I --3 7,92S 3,227 40 7 
t 6 20,7旦0 l5,（）55 7? 7 
， 

点政
:i C̀:)，', )9,C) 9C: ) 1, 185 り21 
-11 9,661) 7, （） l (） 73 6 

一Iヽぃ℃l 対す：、 4 1 i (•; ` l 6 I, ｝ li、:ic;:>, I 1(1.l fl 

l l‘; 1 1 ！ 1, 
I :: 14,505 4, 8(l.‘} ぷl7 
1 (; 43，叩（） :q、723 7・｝・}

I-i l : i i i) l¥ 1 i 1 1 i、↑ry of Iシll l (＇； t { I (9 l l、 ('1l/—,.‘’II t,• [ 1[（l 

l'｝ {,J•I'(tm'S心()ml9lI.-＼.. I:（luc(Ition ['rogr¢•IIII ヽ for

'l‘I9 9l i/(［ Il(l, 1 (）I36, ]）、 S1. 

＋交 V. お l, 、•: fi ] iり、＿ 1： | ::.，）、 I)' l賊菜名し内を中＇‘,が教

村に位ii'̀lf')i fにl9fi(f{!•-,1)il咋家教fi 1 、I^|IIII の，lり瓜を ',l~

現し，それにより中怜教育の畠的発屈を促州l,

初等教有に傾糾した教育人口 0)構iー化を修 11:し、教

育構造をtt含経済発展のための湘四恥告に適合さ

せようとしごし，ると＼ー；ア）｛こあるとし、，〈 Lし‘ー［あ

ノ＇）う タイ（「）給合闊中裕ノt'.i交力ふ今後し、、＇）ヽ なる連命

をたどるかitA)からないか， l．U)ような意義をも

-J,J° ロジ T クトの今後の発展を興味をもグ）てみて

し、きたし、と，思う C)
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回回民仇の語問題 中田吉信杓

同滝対力澗悶同民の叛乱，団民軍閥の盛者年の歴史的市

実を解明し，北屯政府下，文化｝く革命以後の諸間頭にまで

史ぶ。「中国」のユ側而を知るに絶11子の内 204頁／¥400

経済成長モデルと経済発展

ーり出論的反省の試み 飯田舒欠狩

「経済成艮輝諭」と「舒済発l投理蘭」り）がヤな分裂の）j；し

国を探り，その分裂の解消の手掛りを求めて大担な試論

を展閉 252頁／¥600り

東南アジアのこころ

一民族の生活と意見一 岩田反治著

東，打アジアの農村に打す人々は自らの生活にどんな疑問

をもち，どんな未来観を抱いてし、るか，現地にはいり生

活を共にした著者の調在記録である 231頁／辛 350

東南fジアの水 家永泰光著

食柑．噌j).（か緊菜課題とな，ている東南アジア諸国。その

翌墜技術び）発展上，重要なカギを握っていろ「水」の問

、類を初めて専門的に扱った ¥ 300 
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